他に しょう もな いこと じ や」 

「それ も そうじゃが、 せめて この 二三 日で も、 やめた 

ら どうじ や」 

「二三 日 位なら やめても 好い が、 一 一 三日 魚 を 獲ら な 

かった ところで、 その後で 獲り や あ 同じ ことじ やない 

ゝ I 

力」 

「そうじゃない、 この 二三 日の 潮時に、 多くの 鮭 は 皆 

登る から、 それでも 罪業が 軽くなる わけ じ や」 

「お坊さん は、 この 二三 日の 潮時に、 鮭の 登る と 云う 

こと を、 どうして 知っている のじ や」 

わし 

「そんな こと は、 私に は、 ちゃんと 判って いる」 



しかった。 

「じ や、 二三 日 は 見合す としょう か」 

「それが 好い、 それが 好い、 出家 は 悪い こと は 云わな 

い」 

漁師 は 旅僧の 詞を 守って、 二三 日 は 鮭 網 を 入れまい 

と 定めて しまった。 旅僧 は 御馳走に なった 礼 を 云って、 

法衣の 袖 を ひらひら さして 帰って 往 つた。 

「お前さん は、 じ や、 明日 は、 やめる つもり」 と、 女 

あざ .P ら 

房 は 冷笑うよ うな 声で 云 つ た。 

「お坊さんが、 ああ 云う からな」 と、 漁師 は 女房の 顔 

を 見た。 



朝、 一番鶏と いっしょに 起きた 漁師 夫婦 は、 利根 川 

の 流れに 舟 を 浮べて 網 を 入れた。 其処に は 川 を 登らん 

とする 驚く ベ き 鮭の 集団が あった。 未だ 夜の 明け きら 

ない うちに、 舟に 充満の 鮭 を 獲った 夫婦 は、 一度 帰つ 

て 来てから、 また 舟に |„ 儿満の 魚 を 獲った。 夫婦の 漁 を 

見つけて 網 を 入れに 来た 者 も かなりの 漁 はあった が、 

夫婦の 漁の 足 もとに 及ぶ 者はなかった。 

その 夜、 彼の 漁師の 家で は、 酒 を 買い、 肴 を こしら 

えて、 近隣の 者に 御馳走す る ことにして、 獲った 鮭の 

中から 旨そう な 奴 を 選んで、 それ を 料理した。 と、 そ 
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